



―附属研究所機関誌『生活文化』（1955 － 1965 年）にみる背景と姿勢―
What Seikatsu Bunka Research Projects focus on? : 


























　なお、本稿が分析対象とするのは、『生活文化』第 1 号から通算第 124 号までのうち、第
65 号を除く計 123 号分 1 である。
1　『生活文化』の巻数は 121 号とも 122 号とも言われてきたが、123 号ある。第 70 号と第 71 号はそれぞ
れ 2 回発行され、くわえて 1961 年発行臨時増刊号はカウントされていないからである。よって通算 123 号
が発行されているものと換算した。なお、第 46 号は 2 回発行されているが、第 47 号が欠番である。また、













と表記）は 1954 年に第 1
号が創刊された、附属機関・
生活文化研究所の機関月刊誌である 2。短大の市から県への移管を契機に大学紀要が発行され
ることとなり、1965 年に第 124 号を数えて廃刊した 3。その後、発刊した『山形県立米沢女
子短期大学紀要』は紀要論文集であり、1966 年に第 1 号が発行され、2018 年 3 月時点で
53 号を数える。
　『山形県立米沢女子短期大学附属　生活文化研究所報告』は、県に短期大学が移管して以














　以上、3 誌の比較および創刊の目的から、『生活文化』には以下 4 点の特徴が見出せる。





65 号（1960 年 5 月号）については本学図書館および倉庫に所蔵がなく、国立国会図書館でも保存されてい
ないことが今回の調査で確認された。
2　附属生活文化研究所設立の経緯と当初の活動については、『山形県立米沢女子短期大学 30 年誌』（1982 年）
83-86 頁に整理されている。
3　同名・同サイズの研究報告書『生活文化』第 1 集が存在するが、『山形県立米沢女子短期大学創立 50 周
年記念誌』によると、機関誌『生活文化』とは別の媒体である。
図 1　米沢女子短期大学および附属機関の研究成果刊行物






























（千喜良 1955(1) : 2）
千喜良の宣言は、欧米に倣うことだけが文化ではない述べたうえで、身近な生活を見直そう
と呼び掛けている。
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山形県立米沢女子短期大学紀要　第54号














































事である。1959 年 3 月発行の第 51 号では「女子大学有用論」と題する特集が組まれている。
この特集は、中央論壇における東京都心部に立地する女子大学に対する批判に呼応したもの
だった。
　1955 年当時、女性の大学等進学率は全国平均 5.5％、山形県 4.7％であった。名指して
言及されているのは、『週刊朝日』（1959 年 2 月 8 日号）、『婦人公論』（1959 年 3 月号）、
『朝日新聞』（1959 年 3 月 27 日付）の記事だが、それによれば女子大学に対する批判はお











































































































































山形県立米沢女子短期大学 30 年誌編集委員会、1982、『山形県立米沢女子短期大学 30 年誌』。
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